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No. ８７２０２４２６

本文中｛　　｝内の従来単位及びそれに基づく数値は、参考として併記したものです。

　　特に注意していただきたいこと

オイルセルパー

ＯＣ－ＴＴ形

　このたびは、ＯＣ－ＴＴ形オイルポンプユニットをお買上げいただきましてまこ
とにありがとうございます。
　ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全にお使いくださ
い。なお、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず
保管してください。

１．仕様液質として記載のない液体などには使用しないでください。ポンプが故障し、漏電・

　　感電・火災の原因になります。

２．接地工事は通電前に必ず行ってください。アース線を確実に取り付けないで運転すると故

　　障、漏電・感電・火災の原因になります。また、アース線は、ガス管、水道管、避雷針、

　　電話のアース線などに接続しないでください。アースが不完全な場合、感電する恐れがあ

　　ります。

３．排油処理、防油処理されていない場所には設置しないでください。油漏れが起きた場合、

　　大きな被害につながる恐れがあります。※排油処理、防油処理されていない場合の被害に

　　ついては責任を負いかねます。

４．電気工事は、「電気設備技術基準」および「内線規程」に従い専門技術者により確実に施

　　工してください。配線、接続に不備があると、故障・漏電・感電・火災の原因になります。

５．修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備が

　　あると、故障・破損・感電・火災の原因になります。

６．点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐

　　れがあります。

　本文中の関連箇所にも製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や

損害を未然に防止するための注意事項が記載されています。

　また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取扱いをす

ると生じることが想定される内容を、「警告」「注意」の２つに区分しています。

　いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

取扱説明書

・写真はＯＣ－ＭＴＴＤ形の例です。

大切な「水」をあなたへ・・・・・
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１０　故障の原因と対策・・１４

警告　　　　：人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

注意　　　　：人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。
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１　はじめに
ポンプがお手元に届きましたら、下記をお調べください。

１．ご注文通りのポンプか、銘板を見てご確認ください。

　　　形式、口径、全揚程、周波数、相数、所要動力、タンク容量など

２．輸送中に破損した箇所や、ボルト・ナットなどのゆるみはないか、ご確認ください。

３．ご注文の付属品が全てそろっているか、ご確認ください。

　　［注記］

　　　１．ご使用前に取扱説明書を必ずお読みになり、正しく安全にお使いください。取扱説明書には危

　　　　　害や損害を未然に防止するための注意事項が記載されております。

　　　２．この製品は日本国内用です。電源電圧や電源周波数の異なる海外では使用できません。

　　　３．適用範囲外での使用、注意書きなどの不遵守、不当な修理・改造、天災地変に起因するもの、

　　　　　設置環境（電源異常・異物・砂など）によるもの、法令・省令またはそれに準じる基準などに

　　　　　不適合のもの、不慮・故意による故障・損傷のもの、消耗部品の交換、転売による不具合など

　　　　　は保証対象外となる場合があります。

　　　４．弊社にお問い合わせの際は、『形式』及び『製造番号』をご連絡ください。

　　　５．不要な部品及び梱包材などの廃棄方法については、各自治体にご確認ください。

　　　６．「危険物の規制に関する政令」、「危険物の規制に関する規則」及び各市町村で定める「火災

　　　　　予防条例」－指定数量未満の危険物の貯蔵及び取り扱いの技術基準－に準じて設置してくださ

　　　　　い。

<< 不具合な点がございましたら、お手数でもご購入先へご照会ください>>

２　仕　　様
警　告

●

注　意

●

●

●

●

●

●

●

●

決められた製品仕様以外では使用しないでください。感電・火災、漏水などの原因になり

ます。

用途や液質により発錆や腐食・溶出を許容できない場合は注意が必要です。ポンプや設備

全体を含め選定・検討してください。思わぬ被害の恐れがあります。

用途に合った商品をお選びください。不適切な用途で使うと事故の原因になります。

危険・警告・注意ラベル類には人身への危害または財産への損害を引き起こす可能性のあ

る事項が記載してありますので必ず遵守ください。守らないと機器が故障したり感電、火

災、けがなどの原因になります。

仕様液質として記載のない液体などには使用しないでください。ポンプが故障し、漏電・

感電・火災の原因になります。

生物（養魚場・生け簀・水族館など）の設備、または重要設備に使用する場合は、予備機

を準備してください。ポンプ故障により、酸欠や水質悪化などが発生し、生物の生命に影

響を与える恐れがあります。

食品関連への給水に使用する場合、使用材料のご確認など十分にご注意ください。異物が

混入する恐れがあります。

食品関連の移送に使用する場合、使用材料のご確認など十分にご注意ください。異物が混

入する恐れがあります。

銅合金をきらう生物などへの使用は避けてください。生物の生命に影響を与える恐れがあ

ります。
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揚　　液

使用電源

設置場所（周囲温度／湿度）

液　　質

液　　温

電　　圧

周 波 数

吸込条件

モータ

オイルタンク容量

灯油、軽油、Ａ重油（ハイカロリーＡ重油は除く）

０～６０℃

屋　内（０～４０℃　／　９０％ＲＨ以下）

２００Ｖ（許容範囲　８５～１１０％）

５０／６０Ｈｚ（許容範囲±１Ｈｚ）

吸込全揚程：－５ ｍ（灯油・軽油）、－２ ｍ（Ａ重油）

安全増防爆形

９０Ｌ

３　製品の構成

　　　　　　＜図－１＞ ＯＣ－ＭＴ×２Ｔ形

　　　　　　＜図－２＞ ＯＣ－ＭＴ×２ＴＤ形

Ｎｏ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

　名　　　称

フロートスイッチ

オイルタンク本体

架台

可とう管

連結管

スルース弁

ポンプ

架台

ふた

パッキン

スルース弁

油面計

プラグ

エルボ

プラグ

スルース弁

可とう管

転倒防止用金具

備　　考

－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－
－－

Ｄタイプのみ

３．１　構　造　図

　　　　本図はＯＣ形の代表を示すものであり、機種により本図と多少異なるものもあります。
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送油口

通気口

矢視Ａ

オーバーフロー管

２－φ２０

φ４０

取付ボルト

Ｍ１２×３０

φ３２

オーバーフロー管

φ４０

送油口

２－φ２０

通気口

φ３２

２－Ｍ１０

取付ボルト
Ｍ１２×３０φ２０ 矢視Ａ

取付ボルト
Ｍ１０×３０



4

Ｎｏ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

Ｎｏ

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

名　称

ひしフランジ

ひしフランジパッキン

プラグ

弁体付パッキン

弁座付ひしフランジ

ケーシングカバー

ナット

インペラ

ケーシング

メカニカルシール

ばね

名　称

水切りつば

ばね受

主軸

軸受カバー

Ｏリング

プラグ

Ｏリング

玉軸受

軸受箱付カバー

軸受カバー

軸継手

＜図－３＞ ポンプ

制御盤　ＬＶＳ－７
ストレーナ

取扱説明書

 部　品　名

部　品　名

制御盤　ＥＣＯ２－０．２

制御盤　ＥＣＯ２－０．２－Ａ
ろ過器　３／４

ろ過器　２０

はしご

基礎ボルトセット

数量

１

１

１

備　　考

Ｄタイプのみ

備　　考

単独運転用

交互運転用

単式オイルストレーナ

複式オイルストレーナ

３．２　標準付属品

３．３　特別付属品
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４　据　　付

警　告
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

水道管に直接配管しないでください。水道法により禁止されています。また、水が逆流し

て水道水が汚染される恐れがあります。

荷下ろし、搬入、据付で本製品を吊り下げる場合は、カタログ、据付図にて質量を確認、

取扱説明書にて吊り方を確認の上、正しく行ってください。また、吊り具の定格荷重以上

の製品は吊らないでください。吊り下げが不完全な場合、落下によるけがの原因になりま

す。

据付は取扱説明書に従って確実に行ってください。基礎の上に水平に設置し、基礎ボルト

で固定してください。据付に不備があると漏電・感電・火災、落下・転倒によるけがの恐

れがあります。またポンプ振動の原因になります。

適用される法規定（電気設備技術基準・内線規程・建築基準法、水道法など）に従って施

工してください。法規定に反するだけでなく感電・火災・落下・転倒によるけがなどの原

因になります。

梱包は釘やホッチキスの針などに注意して開梱してください。けがをする恐れがあります。

ポンプはポンプ室などの鍵の掛かる場所に設置するか、第三者が容易に触れられないよう

に柵や囲いを設けるなどの対策をしてください。回転部・高温部などに触れ、思わぬけが

をする恐れや勝手に制御盤の設定やバルブの開・閉などを変更され、ポンプが正常に運転

しなかったり、油が流れない恐れがあります。

屋外仕様を除き、屋外あるいは被水する場所には設置しないでください。発錆や故障、ま

た絶縁低下などにより、漏電・感電・火災の原因になります。

夏場の温度上昇などにより吐出し配管内圧力が上昇する可能性のある場合には、減圧でき

る設備（安全弁など）を施工してください。内圧上昇により配管やバルブなどが破損して、

けがをする恐れがあります。

樹脂、ゴム部品は現場焼却しないでください。燃やすと有害なガスが発生する恐れがあり

ます。処理方法は各自治体にご確認ください。

機器の寿命を考慮し、設置は風通しがよく、ほこり、腐食性及び爆発性ガス、塩分、湿気、

蒸気、結露などがなく、風雨、直射日光の当たらない所を選んでください。悪環境下では、

モータ・制御盤の絶縁低下などにより、漏電・感電・火災の原因になります。

ローソク、たばこ、炎、火花などの火気を近付けないでください。火災の恐れがあります。

爆発性雰囲気中では使用しないでください。火災の恐れがあります。

注　意

●

●

●

●

●

●

●

●

機械および化学工場など酸・アルカリ・有機溶剤・塗料などの有害ガス、腐食性成分を含

んだガスが発生する場所またはほこりの多い場所には設置しないでください。漏電や火災

の原因になることがあります。

排油処理、防油処理されていない場所には設置しないでください。油漏れが起きた場合、

大きな被害につながる恐れがあります。※排油処理、防油処理されていない場合の被害に

ついては責任を負いかねます。

機器に衝撃を与えたり、転倒させないでください。破損する恐れがあります。

万一のポンプの停止に備えポンプの予備機を準備してください。ポンプの故障により断油

し、設備が停止する恐れがあります。

設備によっては吐出側に用途に応じた適切なフィルタなどを設け十分フラッシングを行い、

異物がないことを確認後、ご使用ください。製品製造時の切削油、ゴムの離型剤、異物な

どや配管系に含まれる切削油、異物などが扱い液に混入する恐れがあります。

相フランジはポンプから外して配管にねじ込んでください。破損・漏油の恐れがあります。

機器の上に物を載せたり、人が乗ったりしないでください。機器の破損や転倒してけがを

する恐れがあります。

故障などの警報はブザーなどを設け確認できるようにしてください。故障発生時、気が付

かずに重大事故につながる恐れがあります。
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

制御盤への穴加工などの改造はしないでください。加工をして部品に切り屑・鉄粉などが

付着すると火災や故障の原因になります。

制御盤内に付属品以外の物を入れないでください。火災が発生する恐れがあります。

標高１０００ｍ以下の場所に設置してください。ポンプの故障や事故の原因となったり、

正常な機能を発揮できない恐れがあります。

配管のネジ部にはシール剤を使用して、油漏れのないように確実に施工してください。

確実に施工できていないと油漏れの原因になります。

冬期などで凍結の恐れがある場合は、保温材・ヒータ取付などにより凍結防止を行ってく

ださい。凍結による破損事故につながる恐れがあります　

据付、点検などの作業を行う前に、周辺を整理してください。滑ったり、つまずいたりし

て、けがをする恐れがあります。

吸込配管は次のように施工してください。ポンプが正常に運転しない恐れがあります。

・ポンプ各々に設ける

・途中で合流させない

・鳥居配管は避ける

・上り勾配（１／１００以上）を付ける

・できるだけ短く（長いと圧力変動の恐れ）、曲げる箇所を少なくする

吸上全揚程の仕様範囲外では使用しないでください。ポンプが正常に運転しない恐れがあ

ります。

芯出し調整は確実に行ってください。確実に行わないと機器の破損あるいは振動・騒音、

軸受の異常磨耗などの原因になります。

配管内に空気溜りができないようにしてください。配管内に空気溜りがあると、ポンプが

正常に運転しない恐れがあります。

リリーフ弁などを設置して下さい。尚、リリーフ弁の二次側配管はオイルタンクヘ戻して

下さい（リリーフ弁の二次側配管末端は開放）。電磁弁制御などにて締切り状態となり温

度変化により油膨張が発生し、ポンプなどに多大な圧力がかかる恐れがあります。

周囲にモータ冷却の通風を妨げるような障害物がある場所に設置しないでください。破損、

焼損、火災の原因になります。

端子箱カバーは、手指の挟みに注意して取り付けてください。手指にけがをする恐れがあ

ります。

梱包は釘やホッチキスの針などに注意して開梱してください。けがをする恐れがあります。

本製品を包装しているビニール袋をかぶらないでください。窒息の恐れがあります。
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４．１　設置場所の選定

　（１）分解・組立が便利で風通しが良く、雨水・直射日光の当たらない涼しい場所にしてください。

　（２）据付位置はできるだけ吸油源（油面）に近く、かつ低いことが大切です。

４．２　ポンプの据付：＜図－４＞をご参照ください。

　（１）水平に据付け、基礎ボルトでしっかりと固定してください。

　　　　基礎が水平でなく凹凸があると、ベースがねじれ故障の原因になります。

［吸込管］

できるだけ短く、曲りを少なくす

る

ポンプに向かって1/100以上の上

り勾配とする

逆Ｕ字配管としない

ポンプに配管の重量がかからない

ようにする（支持をする）

［通気管］

通気管の先端は屋外とし、地上1.5m

以上の高さとする

先端に付属の通気口を取り付ける

［送油口、送油管］

タンクの近くにスルース弁を取り付ける

（保守・点検に便利です）

［オーバーフロー管、排油管］

タンクの近くの容易に操作できる位

置に仕切弁を取り付ける

（保守・点検に便利です）

タンクに配管の重量が直接かからな

いようにする

［基礎］

基礎ボルト・ナットを

基礎コンクリートにしっ

かりと固定する

逆止弁の弁部を切り取ったう

え、ストレーナのかわりにフー

ト弁を取り付けて使用すれば、

吸上全揚程６mまで、揚油が

可能です。

［軸芯の確認］
軸継手ガードを外し、軸継手を手まわしして
軽く回転するかどうか、ご確認ください。
動きが固かったりムラがあるときは、内部の
錆付きなどが原因ですので、ご点検ください。
また、軸芯がずれていないか確認ください。
下図以上に狂っている場合は、芯出しを行っ
てください。

３０ｃｍ以上

＜図－４＞

※図中の数字を超える場合

０
.０

５
ｍ
ｍ
以
下

３±１ｍｍ

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ１－Ｃ２≦０.１ｍｍ

段違い

隙間
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５　配　　管：＜図－４＞をご参照ください。

注　意

●砂や異物を吸い込まないでください。始動不能や動作不良の原因になります。

５．１　吸込配管

　（１）配管はできるだけ短く、曲がりのないようにしてください。

　（２）空気溜りが出来ないように、こう配を付けてください。

　（３）交互運転の場合、吸込配管は各々設け、途中で合流させないでください。

５．２　吐出し配管

　（１）メンテナンス用に、吐出し口の近傍にはスルース弁を設置してください。

　（２）メンテナンス用に、試験用配管の設置をお勧めします。

５．３　共　　通

　（１）管継手類は締め付けを十分行い、空気の吸込や、油の漏洩のないようにしてください。

　（２）配管の荷重が直接ポンプにかからないように、配管支えを設置して支持してください。

６　電気工事
警　告

●

●

●

●

●

●

●

電気工事は、「電気設備技術基準」および「内線規程」に従い専門技術者により確実に施

工してください。配線、接続に不備があると、故障・漏電・感電・火災の原因になります。

接地工事は通電前に必ず行ってください。アース線を確実に取り付けないで運転すると故

障、漏電・感電・火災の原因になります。また、アース線は、ガス管、水道管、避雷針、

電話のアース線などに接続しないでください。アースが不完全な場合、感電する恐れがあ

ります。

本製品専用に漏電しゃ断器を取り付けてください。漏電・感電・火災の原因になります。

タコ足配線（複数の電気機器を接続）は避け、専用配線にて施工してください。漏電・感

電・火災の原因になります｡

配線作業などで取り外した端子箱カバーは必ず元通りに取り付けしてください。感電やけ

がの恐れがあります。

電源プラグ・配線接続部・結線部・端子部などのほこりを除去してください。ほこりの付

着などを放置すると発熱し、火災の原因になります。

電源投入前に配線接続部・結線部が緩んだり外れたりしていないか、確認してください。

一箇所でも緩んだり外れたりしていると、火災・感電の原因になります。

注　意

●電源ケーブルや制御線を同一管内またはダクト内に併設させないでください。本製品や他

の機器が誤動作する恐れがあります。

６．１　電気設備の防爆に関する基準、法規

　　・労働省産業安全研究所指針　　　「工場電気設備防爆指針」

　　・ＪＩＳ規格　ＪＩＳＣ０９０３　「電気機器の一般用防爆構造通則」

　　・労働基準法　　　　　　　　　　「労働安全衛生規則」「電気機械器具防爆構造規格」

　　等があります。必要に応じて参照してください。

　　ご不明な点がありましたら、最寄の消防署などにお問合せください。
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６．２　制御盤

　（１）ＯＣ－ＭＴ×２Ｔ形の場合

　　　　ＥＣＯ２－０.２形（単独運転用）、ＥＣＯ２－０.２－Ａ形（交互運転用）専用制御盤が特別付属

　　　　品としてあります。別途お求めの上、使用してください。

　　　　ただし、ＥＣＯ２形制御盤は建設省仕様には準拠しておりません。

　（２）ＯＣ－ＭＴ×２ＴＤ形の場合

　　　　オイルポンプの自動制御の機能と、異常増油（満油）の警報ブザー及び警報表示灯、スイッチ等を

　　　　有するもので、建設省仕様に準拠したものを用意してください。

７．１　フロートスイッチ

　（１）ＯＣ－ＭＴ×２Ｔ形の場合

　　　　フロートスイッチから制御盤への配線は、コンジット配管によって保護してください。

　（２）ＯＣ－ＭＴ×２ＴＤ形の場合

　　　　・必ず、付属の制御盤ＬＶＳ－７と合わせて使用してください。フロートスイッチだけでは、本質

　　　　　安全防爆構造になりません。

　　　　・本質安全回路の電線は、ＪＩＳＣ３３０７、６００Ｖビニール絶縁電線と同等以上の絶縁性能を

　　　　　有するもので、心線の公称断面積が、０.７５ｍｍ２または同等以上の強度及び断面積を有するも

　　　　　のを使用してください。（防爆指針２５３２）

　　　　・制御盤ＬＶＳ－７は、装置本体内部に非本質安全回路が含まれていますので、必ず安全な場所に

　　　　　設置してください。

　　　　・制御盤ＬＶＳ－７及びフロートスイッチの外部配線の接続には、スリーブ付圧着端子を使用して

　　　　　ください。（防爆指針２５３３）

　　　　・本質安全回路の配線は、本質安全関連回路及び一般回路の配線との混触、静電誘導及び電磁誘導

　　　　　による危険を防止するため、コンジット配管等により独立に布設してください。

　　　　　（防爆指針２５３１）

７　結線方法：＜図－５＞をご参照ください。

オーバーフロー管

制御盤LVS-7 タンク

FG

10VA

100V

200V

PT

E SR

NL

Ry3Ry2Ry1

C3A3C2A2C1A1

ZNR3

ZNR2

ZNR1

C DBA

FEDCBA

N3P3N2P2N1P1

（箱底面）

接地端子

下

中

上

電源

制御盤へ

AC200V

CH3CH2CH1

＜図－５＞ フロートスイッチ接点と液面の関係
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８　運　　転

警　告

●

●

●

●

●

●

●

●

●

電源を投入した後は濡れた手で操作スイッチなどを操作しないでください。感電する恐れ

があります。

軸継手ガードを外したまま運転しないでください。回転部に巻き込まれたり物が接触し飛

散するなどしてけがの原因になります。

配線を取り付けたり取り外したりする場合、必ず電源を遮断して作業を実施してください。

感電する恐れがあります。

電源を投入後及び通電状態にて制御盤の充電部やモータ端子、ケーブル先端部などに触れ

ないでください。漏電・感電・火災の原因になります。

モータ、制御盤には水をかけないでください。感電・漏電・火災や故障の原因になります。

停電の場合は電源スイッチを切ってください。復電時に製品及び設備機器の破損や急にポ

ンプが運転してけがをする恐れがあります。

運転中は吸込口に手足などを近づけないでください。吸い込まれてけがをする恐れがあり

ます。

本製品を吊上げ状態での使用及び作業は行わないでください。落下及びけがの恐れがあり

ます。

電源を投入した後は、濡れた手で電源や操作スイッチなどをさわらないでください。感電

やけがをする原因になります。

注　意

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

定格電圧以外では使用しないでください。火災や感電の原因になります。

正規の回転方向であることを確認してください。誤った回転方向で運転すると、振動など

によりインペラナットやボルトがゆるみ、事故の原因になります。

運転中は回転部分に触れたり、開口部に指や異物などを入れないでください。感電、破損、

けがの原因になります。

運転中、停止直後はポンプ、モータに触れないでください。高温になっている場合があり

ますので、火傷をする恐れがあります。

長期間使用にならない場合は電源を遮断してください。絶縁劣化による漏電・感電・火災

の原因になります。

空運転、一定時間の締切運転、取扱液中に空気を混入させないでください。ケーシング・

軸受・軸封などが破損したり、揚油不能になる恐れがあります。また、ポンプが過熱し火

傷をする恐れがあります。

５０Ｈｚ仕様のポンプを６０Ｈｚで運転しないでください。過大圧力による破損、過負荷

によるモータなどの焼損事故の恐れがあります。６０Ｈｚ仕様のポンプを５０Ｈｚで運転

しないでください。ポンプの性能が低下します。

制御盤の操作スイッチは正しく設定してください。不動作による設備の二次被害や故障の

恐れがあります。

高温の油を通油しますと金属部が高温になりますので、触れないでください。火傷をする

恐れがあります。

バルブ類は正規の状態で使用ください。正常に動作できずユニット破損の恐れがあります。

ポンプの周辺、ケーブル、制御盤、ポンプカバー内に燃える恐れがあるものを置いたりか

ぶせたりしないでください。過熱して発火する恐れがあります。

長期保管後や休止後の運転開始時には、「据付」「運転」の順に従い、試運転を実施して

ください。固着などによるポンプ拘束、モータ焼損、落油などによる空運転などの恐れが

あります。

機器の運転は、仕様範囲内で行ってください。仕様範囲外での運転は、機器の故障や事故

の原因になります。



11

●

●

●

●

●

●

試運転時は、ポンプ・配管内の空気抜きを十分行ってください。ポンプがエアロックを起

こしたり、温度上昇し、故障・事故につながる恐れがあります。

呼び油及び排気をする場合は、本製品に油がかからないようにしてください。漏電・感電

・火災、故障の原因になります。

自吸運転は、プラグ（呼び油口）をしっかり締めて行ってください。自吸完了時に油が噴

き出して、モータや制御盤などにかかると、漏電・感電、故障の原因になります。

インバータで駆動する場合は、定格周波数を超えて運転しないでください。焼損や火災の

原因になります。また、４００Ｖ級インバータで駆動する場合は、インバータ側に抑制

フィルタやリアクトルを設置してください。絶縁破壊による火災、破損の原因になります。

使用オイルは使用液粘度限界より高粘度のものを使用しないでください。焼損や火災の原

因になります。

砂や異物を吸い込ませないでください。始動不能や動作不良の原因になります。

● ポンプ起動油面→（ＯＣ－Ｍ×２Ｔ形）→油面計Ｌレベル
　　　　　　　　　（ＯＣ－ＭＴ×２ＴＤ形）→油面計２０Ｌ

ポンプを運転してみて、油面計でポンプ起動および
ポンプ停止油面を確認する

レベルスイッチにより起動油面と停止油面間で自動
運転します。

● ポンプ停止油面→（ＯＣ－Ｍ×２Ｔ形）→油面計Ｈレベル
　　　　　　　　　（ＯＣ－ＭＴ×２ＴＤ形）→油面計８０Ｌ

軸継手（カップリング）を手で廻し

てみて、スムーズに回るか、当りは

ないか等異常の有無を確認する

吐出側のバルブを開放にする

ポンプ本体上部の呼油プラグを取り

外し、揚液と同種の液をいっぱいに

なるまで入れる

呼油しないで空運転しますと致命的

な事故の原因となります

吸込側にスルース弁を取り付ける場合

は必ず全開にする

異常増油（満油）になった場合

停止油面を超えて、更に運転が継続された場

合は上部のレベルスイッチにより、警報およ

びポンプ停止等の作動を行ないます。また、

オーバーブロー管により返油します。

モータを起動してみて、回転方向は正常か確

認する

モータ側からみて右回りが正常です。

回転方向の正常を確認したら取り外してある

軸継手ガードを取り付ける

軸継手ガードは「回転軸等による危険防止」

のため取り付けが義務づけられております。

必ず取り付けてください。

＜図－６＞

８．１　結線の確認

　（１）配線が正しく行われているか、端子ビスのゆるみはないか、ご確認ください。

　（２）電源をご確認ください。

８．２　運転確認

　（１）＜図－６＞の１～８の内容に従って、運転前の確認、運転時の確認を行ってください。



12

９　保守・点検

警　告

●

●

●

●

●

●

●

●

●

動かなくなったり異常（ケーブル破れ、コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止し
て電源を遮断し、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所に点検あるいは修理を依頼してく
ださい。異常のまま運転を続けたり、修理に不備があると、漏電・感電・火災、漏油など
の原因になります。
修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備が
あると、故障・破損・感電・火災の原因になります。
点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐
れがあります。
機器を移動し再設置する場合は、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所にご相談ください。
据付に不備があると、漏電・感電・火災、漏油などの原因になります｡
制御盤などの電気部品の点検・交換時には、電源遮断後テスターなどで無電圧になってい
ることを確認してから作業を実施してください。感電やけがの恐れがあります。
モータの絶縁抵抗値が１ＭΩ以下に低下した場合、すぐにご購入先もしくは最寄りの弊社
営業所に連絡してください。モータが焼損したり、感電や火災を起こす恐れがあります。
修理の際は当社純正部品を使用ください。純正部品以外を使用された場合、故障及び事故
の原因になります。また、正常な機能を発揮できない恐れがあります。
電源を投入した後は、濡れた手で電源や操作スイッチなどをさわらないでください。感電
やけがをする原因になります。
進相コンデンサは、交換時期の目安（１０年）を超えて使用しないでください。経年劣化
により発火の危険性があります。

注　意

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

冬期に使用しない場合は、電源を切りポンプ及び配管内の油を抜いてください。ポンプ内
や配管内に油が入ったまま放置するとポンプが凍結破損する恐れがあります。
分解・点検時には内部の圧力がゼロであることを確認してください。油が噴き出し事故や
けがをする恐れがあります。
ポンプが高温の場合はプラグ（呼び油口）を取り外さないでください。熱湯が噴出し、火
傷をする恐れがあります。
長期保管後や休止後の運転開始時には、「据付」「運転」の順に従い、試運転を実施して
ください。固着などによるポンプ拘束、モータ焼損、落油などによる空運転などの恐れが
あります。
長期間使用にならない場合は、ポンプ及び配管内の油を抜いてください。滞留油が腐敗し、
雑菌が繁殖する恐れがあります。
長期間安心して使用頂くために定期点検と日常点検両方の実施をお勧めいたします。点検
を怠ると、ポンプの故障、事故などの原因になります。定期点検についてはご購入先、も
しくは最寄りの弊社営業所にご相談ください。
定期的に保護継電器の動作確認を行ってください。事故時に正常動作せず、感電や故障の
恐れがあります。
消耗部品は定期的に交換を行ってください。劣化・摩耗したまま使用になると、油漏れや
焼付き・破損などの事故の原因になります。定期点検、部品交換などは、ご購入先もしく
は最寄りの弊社営業所に依頼してください。
圧力計・連成計などを使用の際は、測定時以外はコックを閉じてください。常時開けてお
くと圧力計・連成計などが故障する原因になります。
モータの絶縁抵抗試験を行うときは配線を制御盤から外し、絶縁抵抗計により接地端子と
モータの各配線間を測定してください。配線を繋げたままで絶縁抵抗試験を行うと制御部
品が故障する原因になります。
点検は点検項目に従って必ずおこなってください。故障を未然に防止できず、事故につな
がる恐れがあります。
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状　態　の　目　安交換時期の目安部　品　名

Ｏリング（パッキン）

弁体付パッキン

メカニカルシール

玉軸受

進相コンデンサ（注１）

分解・点検毎

随時
１～２年または８,０００時間のどちらか早い時期

２～３年または１２,０００時間のどちらか早い時期

１０年

　　　　　　　　　　　－
分解点検時に著しく消耗、または劣化しているとき

目視できるほど漏洩するとき

軸受が過熱したり、異音・異常振動が発生するとき

　　　　　　　　　　　－

確　認　事　項 判　定　基　準

メカニカルシール

モータ

圧力

電流

電圧

玉軸受

絶縁抵抗

滴下漏れしないこと

異常な運転音・振動がないこと

１ＭΩ以上

平常圧力値より大きく変化のないこと

銘板電流値以下

定格電流の±１０％以内

９．１　メカニカルシール

　　　　　ポンプが始動・停止する際に、メカ鳴き（“キュッ”という音がする）することがありますが、

　　　　異常ではありません。

９．２　消耗部品

　　　　下記の部品は消耗品です。交換時期及び状態の目安を参考にして部品を交換してください。

　　　　下記以外の電気機器は日本電機工業会発行「汎用電気機器更新のおすすめ」を参考にして交換して

　　　　ください。

９．３　日常点検

　　　異常を早く発見するには、日々の変化を知ることが大切です。そのためにも、運転日誌を付けられる

　　ことをお勧めします。

　　注１：現地で取り付けた場合につきましても交換時期の目安以内で交換してください。
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１０　故障の原因と対策

警　告

●

●

●

動かなくなったり異常（ケーブル破れ、コゲ臭いなど）がある場合、直ちに運転を停止し

て電源を遮断し、ご購入先もしくは最寄りの弊社営業所に点検あるいは修理を依頼してく

ださい。異常のまま運転を続けたり、修理に不備があると、漏電・感電・火災、漏油など

の原因になります。

点検・交換の際は、必ず電源を遮断して作業を実施してください。漏電・感電やけがの恐

れがあります。

修理技術者以外の人は、分解・修理・改造やケーブル交換を行わないでください。不備が

あると、故障・破損・感電・火災の原因になります。

故　　障 原　　　　　　因 対　　　　　　　　策

ポンプが始動
しない

モータの故障 仕様をはずれて運転

ポンプが回転しない。
異物のつまりがある

ポンプ据付位置不良

呼油不足

配管不良で吸油管内に
エアーポケットがある

回転方向が逆

回転方向が逆

油路閉塞

異物による閉塞

回転数の低下

吸込み、吐出し弁閉止

フート弁、吸上管の端
が油中に潜っていない

空気漏入

回転数の低下

吸込高さが高すぎる

押上高さが高すぎる

部品の摩耗（インペラ等）

ポンプ始動後、
油が上って来
ない

規定油量、規
定圧力がない

規定油量、規
定圧力が出な
い

規定油量、圧力で使用する

吸上高さが高すぎる 液面等の再検査

異物による閉塞 インペラ、配管等の再検査

軸受不良 水の漏入、摩擦を調べる

回転部分が当たる 点検・修理・交換

点検・修理・交換

点検・修理・交換

据付不良

据付不良

芯出し、据付け状態の点検

芯出し、据付け状態の点検

芯出し、据付けの状態の点検

主軸が曲がっている 点検・修理・交換

点検・修理・交換

玉軸受不良
玉軸受の破損、摩耗の点検及び
交換

ケーシング部が異常
異物の除去、インペラバランス
の確認

キャビテーションが発
生する（吸上の場合）

購入先もしくは、最寄りの弊社
営業所に相談する

据付不良

回転部分が当る

回転部分が当る

異常音がする

振動が多い

ポンプ軸受が
過熱

過負荷、モー
タの異常な発
熱騒音等

仕様をはずれて運転 規定油量、圧力で使用する

回転数は規定内にする

曲り、破損、摩耗の点検

主軸が曲がっている

ポンプが歪んでいる 配管状態を調べる

液質は良いか 比重等検査（腐食性など含む）

電源などを調査し、購入先へ連絡

軸が手で回らないときは、異物
のつまり、錆付等を分解修理し
てください。

吸上高さが高すぎる、横引きが
長すぎる時は替える

今一度吸油する

配管状態を調べる

ポンプを軸継手側から見て右が
「正」

ポンプを軸継手側から見て右が
「正」（モータの結線の再確認）

インペラ、吸込管（ストレーナ
を含む）の異物除去

回転に異常がないか再検査

弁部を点検する

吸込管を伸ばす

各部の締め直し、シール部再検査

羽根車、吸込管の異物除去

規定の回転数にする

油面の低下を調べる

実揚程を調べる

長年の使用で、摩耗した部品等
の取替え

故　　障 原　　　　　　因 対　　　　　　　　策

回転数不適当

主軸、軸受の不良
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ＭＥＭＯ



https://www.kawamoto.co.jp

　故障には予想外なことがありますが、異常を発見したら速やかに対策することが大切です。
故障の原因が分からないときは、ご購入先、もしくは最寄りの弊社営業所にご連絡ください。
ご連絡の際は、受水槽付属セットのセット記号、故障（異常）の状況をお知らせください

ＭＥＭＯ


